
令和２年第２回定例会（９月議会）

予算特別委員会農林水産分科会

付託議案関係資料

（補正予算関係）

令和２年９月１７日

農 林 水 産 部



目 次

１ （新）省力化・省人化生産技術確立事業［農林政策課］ 1

２ 農産物グローバルマーケティング推進事業［農業経済課販売戦略室］ 2

３ （新）農山漁村体験施設感染症対策支援事業［農山村振興課］ 4

４ （新）秋田米生産・販売体制緊急支援事業［水田総合利用課］ 5

５ （新）経営力強化緊急支援事業［水田総合利用課］ 7

６ （新）秋田の園芸品目生産・販売体制緊急支援事業［園芸振興課］ 8

７ （新）畜舎等整備緊急対策事業［畜産振興課］ 10

８ （新）食肉・食鳥処理施設緊急環境整備事業［畜産振興課］ 11

９ （新）比内地鶏販売ルート多角化推進事業［畜産振興課］ 12

10 （新）漁業経営継続緊急支援事業［水産漁港課］ 14

11 （新）ナラ林健全化緊急整備事業［林業木材産業課・森林整備課］ 16

12 （新）あきた材需要拡大緊急支援事業［林業木材産業課］ 17

13 （新）森林情報デジタル化推進事業［森林整備課］ 18



１ 省力化・省人化生産技術確立事業（新規）
【施設・設備整備費】

農林政策課

省力化・省人化技術による接触機会を低減した新たな農作業体系の確立と技術者の育

成、生産現場への速やかな普及を図るため、公設試験場にスマート農機等を整備する。

１ 事業内容

(1) 実施内容

ア 農 業 試 験 場 スマート農機による水田作業機械化一貫体系の実証

イ 果 樹 試 験 場 省力型樹形と最新作業機械を組み合わせたりんご・ぶどうの省

力栽培技術の実証

ウ 畜 産 試 験 場 無人トラクタとの協調作業による牧草・とうもろこしの省力

生産技術の実証等

エ 林業研究研修センター 栽培環境の自動制御によるきのこの省力生産技術の実証等

(2) 導入機械等

ア 農 業 試 験 場 直進アシストトラクタ、全自動田植機等

イ 果 樹 試 験 場 自律走行無人草刈機、スピードスプレーヤ等

ウ 畜 産 試 験 場 ロボットトラクタ、ロールベーラ等

エ 林業研究研修センター 栽培環境の自動制御設備等

２ 事業主体
県

３ 予算額
１７７，６４０千円 国庫支出金 １７７，６４０千円

需用費 ４，０００千円
委託料 ２，７６９千円
工事請負費 ４９，３５３千円
備品購入費 １２１，５１８千円

４ 事業年度
令和２年度

【参考】施設・設備整備費の予算概要 単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

施設設備緊急整備事業 31,658 △1,842 29,816

省力化・省人化生産技術確立事業 － 177,640 177,640

計 31,658 175,798 207,456
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２ 農産物グローバルマーケティング推進事業

農業経済課販売戦略室

海外のニーズ変化に対応した県産農産物の輸出拡大を図るため、台湾やタイ、シンガポ

ールにおいて、マーケティング調査やネット販売等を実施する。

１ 事業内容

(1) グローバル企業連携輸出ルート拡大事業

・ 実施内容 シンガポール及びタイにおける県産農産物の商談活動

（事業中止：執行済みの打ち合わせ旅費以外の減額）

(2) ＡＫＩＴＡグローバルマーケティング事業

・ 実施内容 沖縄でのインバウンドをターゲットとした県産品テストマーケティング等

（事業中止：執行済みの打ち合わせ旅費以外の減額）

(3) ＡＫＩＴＡ海外販売展開事業

・ 実施内容 シンガポールの大手百貨店での秋田フェアの開催

（事業中止：催事の中止による全額減額）

(4) 海外マーケット消費変動実態調査事業（新規）

・ 実施内容 百貨店やスーパーマーケットにおける輸入農産物の流通の現状、販売

価格の変化、消費者の購買嗜好の変化、店頭での消費者反応評価等の

実態調査

・ 対象品目 りんご、もも

・ 対 象 国 台湾、タイ

・ 委 託 先 民間調査会社

(5) ＡＫＩＴＡ海外販売緊急展開事業（新規）

・ 実施内容 シンガポール大手百貨店通販サイト内で実施する特設イベントでの県

産食材のＰＲ及び通販、県産品に対する消費者反応調査等

・ 対象品目 コメ・コメ加工品、冷凍枝豆等

・ 委 託 先 民間事業者

２ 事業主体

県
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３ 予算額

△１６，８８１千円 国庫支出金 ５，５３７千円

繰入金：農林漁業振興臨時対策基金 △１７，４１８千円

諸収入 △ ５，０００千円

(1)：△ ８４９千円 旅費 △ ７５９千円

需用費等 △ ９０千円

(2)：△ ６，５０２千円 旅費 △ ８０６千円

需用費等 △ ９３千円

委託料 △ ５，６０３千円

(3)：△１５，０６７千円 旅費 △ ２，２３３千円

需用費等 △ １２４千円

委託料 △１２，７１０千円

(4)： ２，５３７千円 旅費 ３７５千円

需用費等 １６６千円

委託料 １，９９６千円

(5)： ３，０００千円 委託料 ３，０００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考】農産物グローバルマーケティング推進事業の予算概要

単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

グローバル企業連携輸出ルート拡大事業 905 △ 849 56

ＡＫＩＴＡグローバルマーケティング事業 6,609 △ 6,502 107

ＡＫＩＴＡ海外販売展開事業 15,067 △15,067 0

輸出規制対応産地体制整備事業 2,333 － 2,333

グローバル産地形成支援事業 10,000 － 10,000

コメ・コメ加工品輸出拡大緊急対策整備事業 1,278,206 － 1,278,206

海外マーケット消費変動実態調査事業 － 2,537 2,537

ＡＫＩＴＡ海外販売緊急展開事業 － 3,000 3,000

計 1,313,120 △16,881 1,296,239
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３ 農山漁村体験施設感染症対策支援事業（新規）

農山村振興課

農家民宿・農家レストラン等の農山漁村体験施設における新型コロナウイルス感染防止

のための取組を支援するとともに、情報発信力の強化を図る。

１ 事業内容

(1) 助成対象

ア 衛生設備の導入や施設改修等

イ 情報発信や誘客促進、安全対策等

(2) 補 助 率

ア ４／５以内

イ 10／10以内

(3) 補助上限

ア・イの合計で、個人100万円、団体300万円

２ 事業主体

農家民宿・農家レストラン等の個人事業者、地域協議会等の団体

３ 予算額

２３，０００千円 国庫支出金 ２３，０００千円

負担金補助及び交付金 ２３，０００千円

４ 事業年度

令和２年度
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４ 秋田米生産・販売体制緊急支援事業（新規）

水田総合利用課

新型コロナウイルスの影響により、米の需要が大幅に落ち込み、米価の下落が懸念され

ることから、秋田米が産地間競争に打ち勝てるよう、生産から販売までの体制整備に加え、

安全・安心対策の強化など、総合的に支援する。

１ 事業内容

(1) 米の需要拡大緊急対策事業

・ 助成対象 県内外での新米等の販売促進活動

・ 補 助 率 １／２以内

(2) 低コスト技術等導入支援事業

・ 助成対象 スマート農機、作業体系見直しに係る機械等

・ 補 助 率 １／２以内、定額

(3) 安全・安心な秋田米生産支援事業

ア ＪＧＡＰ指導員研修会の開催

・ 実施内容 農業普及指導員等を対象としたＪＧＡＰ指導員資格取得研修の実施

イ 病害発生予察及び汚染米の流通防止に資する機器の導入

・ 実施内容 ＩＣＴ対応気象観測装置、原子吸光分光光度計の導入

(4) 秋系８２１品質向上・省力化生産推進事業

ア 高品質・省力化機械の導入支援

・ 助成対象 穀粒判別器、色彩選別機等

・ 補 助 率 １／２以内

イ 食味分析計の導入

(ｱ) 県（地域振興局）分 ５台

(ｲ) 集荷団体への導入支援 ９台

・ 補 助 率 ２／３以内

２ 事業主体

(1)、(4)のア、(4)のイの(ｲ)：集荷団体等

(2) ：農業者等

(3)、(4)のイの(ｱ) ：県
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３ 予算額

４３５，４２７千円 国庫支出金 ４３５，４２７千円

(1)： ２０，０００千円 負担金補助及び交付金 ２０，０００千円

(2)：３２５，０００千円 負担金補助及び交付金 ３２５，０００千円

(3)： １４，６６８千円 旅費 １４９千円

備品購入費 １２，５３９千円

負担金補助及び交付金 １，９８０千円

(4)： ７５，７５９千円 備品購入費 ２１，８８５千円

負担金補助及び交付金 ５３，８７４千円

４ 事業年度

令和２年度
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５ 経営力強化緊急支援事業（新規）

水田総合利用課

園芸品目等の安定供給に向け、生産拡大と農業者等の経営力強化を図るため、省力化、

低コスト化、高品質化に必要な機械・設備の導入に対して支援する。

１ 事業内容

(1) 対象品目等

・ 野菜、花き、果樹等

・ 土地利用型作物（大豆、麦、そば、葉たばこ）

・ 新規就農者の経営の複合化に必要な品目

・ ６次産業化（農産物の加工や直売等）

(2) 助 成 対 象

・ 省力化に必要な収穫、出荷調製機械・施設

・ 高品質化やコスト削減に必要な栽培管理機械・施設

・ アスパラガス、果樹、リンドウ等の新植・改植

・ 加工、直売等に必要な機械・施設

(3) 補 助 率

機械導入等 １／２以内

附帯事務費 定額

２ 実施主体

認定農業者、認定就農者等

３ 予算額

３００，０００千円 国庫支出金 ３００，０００千円

負担金補助及び交付金 ３００，０００千円

４ 事業年度

令和２年度
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６ 秋田の園芸品目生産・販売体制緊急支援事業（新規）

園芸振興課

新型コロナウイルスへの感染リスクの低減を図りながら、販売促進活動や種苗生産の効

率化に向けた取組を支援する。

１ 事業内容

(1) 家庭内消費拡大事業

・ 実施内容 家庭内消費を拡大するためのレシピコンテストや、量販店と連携した

販売促進活動の実施

・ 対象品目 しいたけ、ねぎ、せり

(2) 量販店等園芸品目ＰＲ事業

・ 助成対象 量販店に設置するデジタルサイネージや、テレビ等のメディアを通じ

た非接触型のＰＲ活動

・ 対象品目 しいたけ、ねぎ、りんご

・ 補 助 率 １／３以内

(3) 種苗生産供給体制強化事業

ア えだまめ種子生産の効率化

・ 助成対象 えだまめ種子用色彩選別機 １台

・ 補 助 率 １／２以内

イ 花き種苗生産の効率化

・ 実施内容 花き半自動播種機の導入 １台

・ 実施場所 花き種苗センター

(4) 新たな長期出荷体制整備支援事業

・ 助成対象 にんにく専用冷蔵庫 １台

・ 補 助 率 １／２以内

２ 事業主体

(1)、(3)のイ：県

(2) ：あきた園芸戦略対策協議会

(3)のア ：（公社）秋田県農業公社

(4) ：流通事業者
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３ 予算額

１２，１０９千円 国庫支出金 １２，１０９千円

(1)：１，６７８千円 需用費 ２８千円

委託料 １，６５０千円

(2)：１，７２５千円 負担金補助及び交付金 １，７２５千円

(3)：４，７０６千円 備品購入費 ２，９５６千円

負担金補助及び交付金 １，７５０千円

(4)：４，０００千円 負担金補助及び交付金 ４，０００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考】事業実施のイメージ

(1) 家庭内消費拡大事業

〔料理コンテスト上位レシピの冊子化／量販店での販売促進活動への活用〕

(2) 量販店等園芸品目ＰＲ事業

実施前 実施後

［対面型によるＰＲ］ ［デジタルサイネージを用いた非接触型によるＰＲ］

人気レシピ
の冊子化

新レシピの

考案･掲載

産地情報やおいしい
食べ方の紹介動画
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７ 畜舎等整備緊急対策事業（新規）

畜産振興課

牛肉や子牛価格の下落などにより影響を受けている畜産の生産基盤の維持・強化を図る

ため、畜舎等の整備に対して支援する。

１ 事業内容

(1) 畜舎等施設整備事業

・ 助成対象 繁殖・肥育牛舎、堆肥舎等

・ 補 助 率 １／２以内

(2) 機械等整備事業

・ 助成対象 飼料生産機械、除糞作業機械、行動監視装置等

・ 補 助 率 １／２以内

(3) 大家畜導入支援緊急対策事業

・ 助成対象 繁殖用雌牛、乳用初妊牛、肥育素牛

・ 補 助 率 導 入 牛：１／２以内（上限45万円／頭）

保 留 牛：定額（12万5,000円／頭）

肥育素牛：定額（１万4,000円／頭）

２ 事業主体

畜産クラスター協議会等

３ 予算額

２５４，７６５千円 国庫支出金 ２５４，７６５千円

(1)：１２０，０００千円 負担金補助及び交付金 １２０，０００千円

(2)： ５２，０００千円 負担金補助及び交付金 ５２，０００千円

(3)： ８２，７６５千円 負担金補助及び交付金 ８２，７６５千円

４ 事業年度

令和２年度

-10-



８ 食肉・食鳥処理施設緊急環境整備事業（新規）

畜産振興課

県産食肉の安定供給に向け、高品質・省力化生産のための食肉・食鳥処理機械等の整備

に対して支援する。

１ 事業内容

(1) 食肉処理場施設整備事業

・ 助成対象 豚皮剥設備、部分肉用コンテナの洗浄設備等

・ 補 助 率 １／２以内

(2) 食鳥処理場施設整備事業

・ 助成対象 懸鳥ライン、真空包装機等

・ 補 助 率 １／２以内

２ 事業主体

(1)：食肉処理業者

(2)：比内地鶏食鳥処理業者

３ 予算額

１３８，５２５千円 国庫支出金 １３８，５２５千円

(1)：７１，０２５千円 負担金補助及び交付金 ７１，０２５千円

(2)：６７，５００千円 負担金補助及び交付金 ６７，５００千円

４ 事業年度

令和２年度
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９ 比内地鶏販売ルート多角化推進事業（新規）

畜産振興課

外食需要に依存している比内地鶏の販売力強化に向け、家庭内消費の拡大や量販店での

販売強化など、販路の多角化を推進する。

１ 事業内容

(1) 家庭内消費拡大促進事業

・ 実施内容 首都圏でのオンライン料理教室の開催、比内地鶏料理の動画作成、全

国番組での比内地鶏の紹介、著名人による料理映像の提供

・ 委 託 先 民間事業者

(2) 量販店販売ルート強化事業

・ 実施内容 首都圏及び県内の量販店でのフェアの開催

・ 委 託 先 民間事業者

(3) 比内地鶏取扱店ＰＲ事業

・ 助成対象 ブランド認証された比内地鶏肉を取り扱う飲食店や小売店の登録制度

創設及びＰＲ

・ 補 助 率 定額

(4) 沖縄起点輸出ルート開拓事業

・ 実施内容 インバウンドが多い沖縄県への販売流通網の整備及びアジア圏への輸

出ルート構築に資する新商品の開発、特設販売及びプロモーション活動

・ 委 託 先 民間事業者

(5) 加工品等開発支援事業

・ 助成対象 県内企業による新商品開発や販路開拓等の取組

・ 補 助 率 １／２以内（上限100万円／件）

２ 事業主体

(1)、(2)、(4)：県

(3) ：秋田県比内地鶏ブランド認証推進協議会

(5) ：比内地鶏流通業者等
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３ 予算額

７３，２４６千円 国庫支出金 ７３，２４６千円

(1)：２９，８４８千円 委託料 ２９，８４８千円

(2)： ８，０６１千円 委託料 ８，０６１千円

(3)： ４，３７３千円 負担金補助及び交付金 ４，３７３千円

(4)：２５，９６４千円 旅費 ８８６千円

需用費等 ８０千円

委託料 ２４，９９８千円

(5)： ５，０００千円 負担金補助及び交付金 ５，０００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考１】(1) 家庭内消費拡大促進事業 実施内容のイメージ

〔比内地鶏料理の動画作成及び公式ホームページでの情報発信〕

【参考２】(3) 比内地鶏取扱店ＰＲ事業 実施内容のイメージ

※ 提供するＰＲ資材のイメージ

〔登録取扱店へ設置する銘板等〕 〔登録小売店へ設置する販促パネル〕

飲食店 ・ 小売店

比内地鶏肉を
提供・販売する

ブランド認証事業者

（食鳥事業者等）

秋田県比内地鶏

ブランド認証推進協議会

申請 推薦

審査登録通知

ＰＲ資材提供※

動画

作成

情報

発信
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10 漁業経営継続緊急支援事業（新規）

水産漁港課

魚価の下落の影響を受けている漁業経営の継続を図るため、種苗放流や経営改善に必要

な施設・設備の整備、水産物の消費拡大など、総合的に支援する。

１ 事業内容

(1) 漁業継続機器等支援事業

・ 助成対象 ソナーや海水冷却装置等、生産性の向上や生産物の高品質化に必要な

機器等

・ 補 助 率 １／２以内

(2) 漁業継続種苗放流支援事業

・ 助成対象 今後の漁獲量を維持するために行う種苗放流の取組

・ 対象種苗 アワビ、クルマエビ

・ 補 助 率 １／２以内

(3) 種苗生産施設緊急整備事業

・ 助成対象 放流効果が大きい大型のアワビ種苗を生産するために行う種苗生産施

設の機能強化の取組

・ 実施場所 （公財）秋田県栽培漁業協会アワビ種苗生産施設（にかほ市象潟町）

・ 補 助 率 ２／３以内

(4) 県産水産物消費拡大緊急支援事業

・ 助成対象 ドライブスルー形式で開催する県産水産物販売会の取組

・ 実施場所 県内１か所

・ 補 助 率 定額

２ 事業主体

(1)：漁業者、漁業者グループ

(2)：秋田県漁業協同組合

(3)：（公財）秋田県栽培漁業協会

(4)：秋田の地魚消費拡大協議会
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３ 予算額

１４０，９９４千円 国庫支出金 １４０，９９４千円

(1)： １１，８００千円 負担金補助及び交付金 １１，８００千円

(2)： ７，２００千円 負担金補助及び交付金 ７，２００千円

(3)：１１７，５４７千円 負担金補助及び交付金 １１７，５４７千円

(4)： ４，４４７千円 旅費、需用費 ４４７千円

負担金補助及び交付金 ４，０００千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考１】(1) 漁業継続機器等支援事業 対象機械の導入イメージ

【参考２】(4) 県産水産物消費拡大緊急支援事業 販売会の実施イメージ

冷却水タンク＆冷却装置

ソナー
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11 ナラ林健全化緊急整備事業（新規）
【林業事業体経営継続緊急支援事業】

林業木材産業課

森 林 整 備 課

木材需要の落ち込みにより、収入が減少している林業経営体の経営と雇用の維持を図る

ため、奥地ナラ林の健全化に向けた取組を支援する。

１ 事業内容

・ 助成対象 奥地ナラ林からの集材等の取組

・ 事 業 量 面積115ha 搬出材積12,500㎥

・ 補 助 率 定額 集材距離200m以上500m未満 1,600円／㎥

集材距離500m以上800m未満 2,000円／㎥

集材距離800m以上 2,500円／㎥

２ 事業主体

林業経営体

３ 予算額

２５，８７５千円 国庫支出金 ２５，８７５千円

負担金補助及び交付金 ２５，８７５千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考】林業事業体経営継続緊急支援事業の予算概要

単位：千円

事業内訳 実施時期 予算現計 補正額 補正後

県営林緊急整備事業 春季～秋季 54,575 － 54,575

里山林緊急整備事業 春季～秋季 21,539 － 21,539

再造林緊急整備事業 秋季 31,500 － 31,500

ナラ林健全化緊急整備事業 秋季～冬季 － 25,875 25,875

計 107,614 25,875 133,489
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12 あきた材需要拡大緊急支援事業（新規）

林業木材産業課

住宅着工戸数の落ち込み等により影響を受けている県産材の需要拡大を図るため、新た

な市場の獲得や流通出荷体制の構築に向けた取組を支援する。

１ 事業内容

(1) 製材品輸出緊急支援事業

・ 助成対象 製材品のコンテナ輸出の取組

・ 事 業 量 製材品 50コンテナ

・ 補 助 率 定額（上限16万円／コンテナ）

(2) 木製品保管施設整備緊急支援事業

・ 助成対象 木材製品の品質確保と在庫調整や円滑な出荷に必要な保管施設

・ 事 業 量 木材製品保管施設 ４棟

・ 補 助 率 １／２以内

２ 事業主体

木材加工企業等

３ 予算額

４３，１７５千円 国庫支出金 ４３，１７５千円

(1)： ８，０００千円 負担金補助及び交付金 ８，０００千円

(2)：３５，１７５千円 負担金補助及び交付金 ３５，１７５千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考】実施内容のイメージ

製材品のコンテナ出荷 木材製品保管施設
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13 森林情報デジタル化推進事業（新規）
【森林情報利活用ステップアップ事業】

森林整備課

森林経営管理制度等に基づく森林整備を推進するため、先端技術を活用し、森林資源や

境界など森林情報のデジタル化を図る。

１ 事業内容

・ 実 施 内 容 航空レーザ計測の実施及び測量成果のデータ解析等

・ 対 象 地 区 大館市ほか７市町村

・ 対象森林面積 Ａ＝186,734ha

２ 実施主体

県

３ 予算額

１００，０００千円 繰入金：森林環境譲与税基金 ２０，０００千円

諸収入 ８０，０００千円

委託料 １００，０００千円

４ 事業年度

令和２年度～令和６年度

【参考１】森林情報利活用ステップアップ事業の予算概要 単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

森林ＧＩＳ高度化事業 14,924 － 14,924

森林情報デジタル化推進事業 － 100,000 100,000

計 14,924 100,000 114,924

【参考２】事業実施効果のイメージ

事務所での
集計作業

現地での立木調査

これまでの森林調査 これからの森林調査

森林境界案の作成

活用例

路線計画等の作成
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